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本論文は、農耕ナ峰可川ど市む判也河川による調査結果をt,とに、小物利用可能態りンd)河川流

出,特性について明らかにしたt,のである、本諭文は以、下の 6 つの章で構成さ六/(いる 第一阜

は、りンの喋境^1卞での動態、水環境中でのりン濃度の増加と禽栄焚化問題、イ11物利用可能態リ

ンの研究動向をま上め、オ昂倫文の研究同的を示Lている。第二章では、本ムル究での対象河川、

調査方法、生物利用、可介櫛態りンも含めた水質埴月の分杤プ"去について示している。第'章では、

上地羽川・1形態の異なる農刈付峰可川と市街ナ暫可川を対比させながら、全りン、聖科岡態りン濃度、

これらの濃皮と兆§鰯物1、N農度との関係等についくの解析結果を主上めている、_、第四章では、 1

物利用可能態りンに着艮L、そd、)濃度や懸濁物質濃度上の関係についく解析し、農刷寸圏可川で

は躯濁4が於濃度と小物利用可能態りンに商い相劇がみられるものの、市社む也河川おいては扣鬨

関係がないことなど仰W雨治果を示Lている、第五章では、懸濁4勿質中の牛物利用可能態りンと

イ沸樹淘災索・有機態窒素、鉄やマグネシウムなどの金属類との関係性について、農耕地河川と

市街ナ暫可川を対比してその特徴につい、ぐま上めくいるまた、排剖,刈辻ぢぇら才、1,る1_U林、ごU也

などの_上壌小や河j太底1や1・ψyl{物利則可能態りン濃度を比較司、ることで、その排出.1原について

も推定している、第人迂では、木研究の結果をまとめている.

論 文内容 の 要

禽栄霊化の制限栄餐塩であるりンは、全りンが内湾や制沼の喋境1推になっくおり、全、りン

を対象として畊U寛中での動i劇弊析や1所咸対策等の施策が〒ル)カ/ぐきた。ポイントソースからの

流出負荷が削減されてきたことにより、1、U林、膿耕地、市街地などのノンポイントソースから

の栄養1盆流出負荷の比率が商くなり、降i十jH寺{之懸濁態りンとしての流ル,,比率も商くなってきく

いる。溶存態りンは生物によって利用可能ではあるが、兆N罰態りンはその一部のみが生物に利

用可能であると芳えられ/ぐおり、ド流の内湾べン削沼への流入後に杣叫勿プランクトンの増殖に寄

与tるオ1リ1勿不1川]h1能態りンでの制劉W)必要γ11力斗副而され/(いる.. L小L、に物利ル」可能態りン

σ并則定では、化学的な打1Ⅲ上こおいても1711芋闇の村Ⅲ_,,時岡を要L、その喋境中での動態は明らか

にさ六,てこなかった

本研究では最近開発されたり)問で杣出可能な超音波1側■法を川いく、所諦Ⅱ凍が災なる膿刷

地河川と市社"峰可川を対象としく、4リ1勿利朋可能態りンの所剖y1寺性や濃座について詐細な調査

結果をもとに解析したことに特色がある.、艘側J暫河川では流呈増大時に生物利用、可能態りンの

比率が低下司、るこ七、市街地河川のほうが生物禾1川扣鋪勘黛りンの比*が商いこ上、農側d也河川

では懸淋"勿質濃座と高い相関がみら六"るものの、市社ル瞬可川では村_11瑚がみら六ノゞいこと、不刊幾

態炭業濃度と尚い相鬨がみられることなどを新たに明らかにした.、捕難訓勿質は大きく有機物質

と 1処収§4勿1ミ(こう)け'ら才1,るカミ、揺§瑚1走イ丁イ幾月t1§農皮と 1介iしヰH1捌力§1メらオ1ること力、ら、鳧モ1墨糾勿11、中

の有機物や劃・,に生物利川可能態りンが含主れているこ上が示唆さカブこ。また、市街地祠'川では、

晃や濁物質訓1度と関係がないこ上から、市社"也河川小の兆や濁物質は多様な1捌_町原から多符北d縣濁

物質が流出しくるのに対Lく、農刷ψ断可川流域からは河川中の懸泓洲勿質上ほぽ伺りW)生物洞川・}
河能態りンを含有Lている懸悩訓勿質が流出していることが示さ六"た。主た、全りン濃度二緜濁

態りン濃度とAリ1勿利川可能態りン濃座に、特に市街地河川では1側判がないことから、こ六,らの

濃度から小物利川可能態りン濃度を推定司、ることはでき十、生物利用可能態りン濃度そのもの

の測定が重要であるこ七が示さカメこ

栄養垰ご農度の動熊仰Hルや流域対策は、全りン濃度を川いく打わ力/ぐぃるが、生物利用河能態

リン濃度を川いた解析などが必要で島るこ七を心すことができたため、先駆的な研究成果とし

て評価できる.本研究で牛物利用可能態りンの測定が゛丁憂で●るこ上を示すこ上ができたため、

今後、生物利川可能態りンの動態解析などの捌ヲモが進展するこ上が期待できる
これらのことより、本1楡文は博士(_1二りの〒*ム倫文に相当司、るものと判定Lた'
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